





























--0.5 --1.0 -1. 5 --2.0 ~2.5 --3.0 --5.0 計--0.3 
戸数 63 91 250 90 27 4 528 
構成比 11. 9 17.2 47.3 17.0 5.1 0.8 0.2 0.2 10 
(出所)1980年，農林業センサス
245戸に対し，倍以上の525戸であり， したがって大島に比べ経営面積の零細








































































目別¥市村山専¥、兼別 雇用兼業農家 自営兼業農家 雇用兼業農家 自営兼業農家総戸農家数 専業 l種兼 2種兼
i十 恒勤常的務 h日いかせきI 臨日時雇 計 林業漁業片の位 計 恒勤常的務出かせき，臨日時雇 H 林業漁業その他
生月町
528 お 16 12 20 37 41387 362 238 7 47 2 
(10) 14.7) 12.0) 121.2) 10.4) 13.8) 17.0) 10.8) 10.8) 173.3) (ω6) 145.1J (14，6) 18.9)14.]) 10.6) 14.2) 
大島村
245 5 146 127 16 3 78 19 一 1316 4 30 1 13 14 1 - 10 
1ω) 12.4) 159.6) 151.8) 16.5) (13.5) 131.8) 17.8) 15.3) 12.4) 18.0) 12.2) 14.5) 12.4) 15.3) 15.7) 14.1) 11.6) 
平戸市
2.96 316 910 75 180 82 513 135 7 1. 740 1.29 679 134 4861441 9 292 140 
1∞) (10.7) 130.7) 126.1) 16.1) 12.8) 17.3) 14.6) 1 0.2) 12.6) 11.8) 158.7) 143.8) 12.9) 14.5) (16.4)114.9) 10.3) 19.8) 14.7) 
長崎県
75.654 13.920 18.212 16.320 7.釦9 519 7.ω2 1.892 174 743 975 43.52 35.189 24.673 1.12 9.404 8.33 121 3.637 4.575 
1ω) 18.4) 124.1J 121.6) 10.5) 10.7) (10.4) 12.5) 1 0.2) 11.0) 11.3) 157.5) 146.5) 132.6) 11.5) (12.4) 11.0) 1 0.2) 14.8) 1 6.0) 
全国
4.61.4 623.1 1.ω2.3 901.7 52.1 35.9 343.7 10.6 13.1 8.1 79.4 3.036.0 2.516.7 2.020.6 536 42.5 519.3 1.5 47.1 4ω.7 





































戸数 1 11 1 261 165 





























~1. 5 I ~2.0 
戸数 159 1 I 2 



































































2)， 3) 遠洋巻網の乗組員を 1 統あたり 70~80人とすれば，生月島の 17統では1190人~
1360人の雇用となるが，その大部分が生月島から雇用されている。また港湾建設業者






























































































表 5ー 1 農協別農畜産物販売高(昭和57年)
単位:千円，%( )内構成比
時q米 麦 (甘S加LSLt工LょH-IL} ょ まゆ 野菜 果実 その他 鶏卵 肉用牛 肉豚 ( 陣京Fft'十J版《十高時)その他 E十
平戸農協 793，696 36，827 5，0ω 123，108 “，421 32，3ω 3，385 107，ωl 281.ωl 印6，35 2，105，約4
137.71 11.71 12.61 15.81 13.21 11.51 10.21 15.1 (J3.31 128.81 1ω) 
生月町長協 3，923 3，323 1.404 1.ηo 153 1.079 18，51 l印，162
121.21 12.1 10.91 11.1 10.1 10.71 174.01 1∞) 
生山月町 2，374 1.969 1.567 1.081 59，913 5，765 1.040 93，709 国農協
123.91 12.1 1.71 1.21 163.91 16.21 1.1 
長崎県 13，014，32 1.97，1ω 2，卯8，622，327，070 12，143.259 15，769，762 3.401.67 842，395 8，2ω，70 6，07，072 9，748，ω7 2，印2，95779，163，63 







































































































誌で購 貝 (うち，生活物資) (購買手数料) 販 7τ全E二r (販売手数料) 貯 金 長期共済保有高
平戸農協 688.1 261. 7 11.9 706.0 2.6 1， 722. 4 2，173.5 
生月町農協 654.5 472.1 13. 1 386.9 2.1 4，637.8 2，570.5 
生月町山田農協 844.2 748.2 13.5 422.1 2. 1 4，552.9 1， 926. 8 
長崎県 676.4 291. 4 11. 8 1， 025. 3 2.1 2，877.3 1， 760. 9 





































益の 8パーセント 購買部門が79パーセント 生月町山田では信用が8.6パー
セント，購買が66パーセントの収入をもたらしており，県平均のそれぞれ2.5
ミ一セント， 52パーセントにくらべてきわだって大きく とくに貯金高は組






表 5-3 事業総利益に占める主要事業部門の割合 単位:%
¥農協¥別事¥¥業¥別 信 用 共 済 購 貝 販 7τ金己三ず
平戸農協 31. 9 18.4 38.7 7.8 
生月町農協 31. 1 26.0 40.0 2.1 
生月町山田良協 32.3 15.2 47.1 1.6 














註 1) 生月島では昭和45年から昭和5年の10年間に人口は 8.6パーセント減少している
が離島のこの時期の減少としては極めて少ない。世帯数では僅かながら (0.4パー
セント)増加している。
2 ) 産業組合中央会長崎支会「長崎県の産業組合」昭和 4 年， 533ページ~536ページ。
3 ) 小稿「五島における農，畜産物の生産をめぐる流通上の問題」長崎県「五島地域
総合開発振興計画現況篇J1963年 178ページ ~184ページ，あるいは小稿「対馬の
農林業の問題」長崎大学対馬調査団「対馬の経済と社会」長崎県。 1965年136ベーシ
~141 ページ。
六.おわりに
市場から遠くはなれた離島の商品生産農業の展開には困難な問題が多い。
それは，出荷には，船舶により海をわたって農畜産物を輸送することにとも
なう問題だけではない。商業的農業になじんでこなかったこと-商業的感覚
の稀薄，市場対応の姿勢の硬直性，そして生産技術の低位，基盤整備のおく
れ，島の農地面積の規模等々多くの問題がある。ところで，ここでいう商品
生産とは，米，麦，切干し甘しょ，葉たばこ或いは和牛仔牛等，固い価格支
持制のもとにあるもの，または辺境的商業的畜産として古くからおこなわれて
島の農業と農協の問題(二) 77 
きたものの商品生産ではなく，近年，とくに「高度経済成長期」の末期，低
成長期にかけて導入がはかられた商品性のつよい野菜，あるいはきびしい市
場競争にさらされる畜産，果樹等の生産である。離島の農業もふかく商品経
済のなかにまきこまれ，価格支持をうけている作目のみならず，商品性のつ
よいはげしい市場競争にさらされている作目に取組まねばならなくなってい
る。しかし，このような作目を導入し，展開するのがきわめて容易ではない
島の農業は多い。はげしい市場競争にさらされる商品性のつよい作目にせよ，
さしあたりこれらの出荷を取扱うのは農協であろう。これらの生産が農家に
よっておこなわれるものであり，少くとも農民の立場にたちうる可能性をも
ち，そのように方向づけられているのが農協である。しかしこの出荷等の取
扱いは容易ではない。固い価格支持性のもとにある作目の取扱いとは異なり，
高度な商品生産への誘導から柔軟な市場対応の姿勢，すぐれた出荷技術が農
協に要請される。出荷取扱い，販売のみならず購買 信用また共済等の農
協事業をとりまく経営環境は最近とくにきびしくなってきている。固い価格
支持のもとにある伝来的作目等の出荷を扱い，肥料等の系統経由の生産資材
等の購買品を取扱い「堅実な」運営をおこなっていれば 経営は「安泰」で
ありえた時期とは異なり，今日では農協の経営はきわめて容易ではなくなっ
ている。しかし離島の農業にとって農協はきわめて重要である。いうまでも
なく離島にも農業に生き，すぐれた経営をおこなっている農家もあり，また
同時に，すぐれた経営をおこない，組合員，地域に奉仕している農協もある。
しかし漁村地帯といわれるような離島農村の農協には自給的性格の強い農
家， とくに零細兼業農家が多く，出荷するのは零細な農畜産物である場合が
多い。しかし，その農業が，自家食糧の取得，家計の補充，漁業等の所得補
完，とくに婦人，老人等の家族労働力の燃焼，農地の保全，維持等々の機能
をおこなっているとすれば，それはそれなりに社会的に有意義で、あり，その
ような農家経営に奉仕する農協も農民にとっても有意義であろう。さらにま
た非合理的な流通機構の名残りが今も残されやすい外海の離島においては，
販売，生産資材の購買のみならず，生活物資の購買その他，生活関連の事業
を，農民の立場で，親身に，精力的に実施している農協の運営は組合員のみ
78 
ならず非組合員，地域住民に対しても有意義な機能をもっ場合があり，そし
て同時にこれが農協の経営そして存立に寄与する場合がある。このような農
協は地域組合的性格を帯びてくることになるのであろう。
